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循環型社会白書に関するアンケート結果

I．白書の内容等について

＊全ての内容について肯定的な意見が大半を占める結果となった。

図表１　白書の内容等について
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II．「リ・スタイル」に対する感想

＊「自らも実行していきたい」が約 8割を占める結果となった。

＊その反面、「賛同するが実行は難しい」が約 2割占める結果となった。

図表２　「リ・スタイル」に対する感想

77%

18%

1%

0%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自らも実行していきたい

賛同するが実行は難しい

よくわからなかった

賛同できなかった

その他

n=136



2

III．シナリオイメージ

＊「シナリオＢ」が最も多く、5割を占める結果となった。

＊その他の意見としては、「シナリオＡ・Ｂ・Ｃの融合」（回答数：6）「シナリオＢ・

Ｃの融合」（回答数：4）が多くみられた。

図表３　シナリオイメージ
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　　 A：技術開発推進型シナリオ, B：ライフスタイル変革型シナリオ, C：環境産業発展型シナリオ

  

IV．国が率先して実行すべき施策

＊「環境教育・学習の振興」が約半数を占める結果となった。

＊ついで「静脈産業の育成」（14%）「人材の育成・活用」（13%）の順となった。

図表４　国が率先して実行すべき施策
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V．地域

＊「関東（東京除く）」（20%）「東京都」「中部」（19%）、「関西」（18%）の順

となった。

図表５　地域
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VI．年齢

＊50歳代～60歳代が約 5割を占める結果となった。

＊男性の回答者が約 9割を占める結果となった。

＊「会社員」が約 4割を占め、次いで「公務員」（11%）「大学教員・研究職」（10%）

の順となった。

図表６　年齢・性別・職業

年齢 性別 職業

0～10 0 0% 男 120 88% 会社員 57 42%

11～20 1 1% 女 14 10% 自営業・農林水産業 9 7%

21～30 12 9% 無回答 2 1% 公務員（国家・地方） 15 11%

31～40 17 13% 合計 136 100% NGO/NPO 7 5%

41～50 25 18% 教師 1 1%

51～60 28 21% 大学教員・研究職 13 10%

61～70 36 26% 主婦 4 3%

71～80 9 7% 小・中学生 0 0%

81～90 0 0% 高校生 0 0%

90以上 0 0% 大学生 8 6%

その他 8 6% 無職 9 7%

合計 136 100% その他 13 10%

合計 136 100%


